
茅ヶ崎市立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関

する条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

令和７年３月３１日 

                           茅ヶ崎市長 佐 藤  光  

茅ヶ崎市条例第２３号 

茅ヶ崎市立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災

害補償に関する条例の一部を改正する条例 

第１条 茅ヶ崎市立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補

償に関する条例（平成１４年茅ヶ崎市条例第１６号）の一部を次のように改正する。 

別表学校医及び学校歯科医の補償基礎額の項中「６，６１８」を「７，２８５」に、

「８，２８３」を「８，８５０」に、「９，７９５」を「１０，２６３」に、「１０，

９２３」を「１１，２４８」に、「１１，７１８」を「１１，９１８」に、「１２，４

３８」を「１２，５９０」に改め、同表学校薬剤師の補償基礎額の項中「５，５６８」

を「６，１１０」に、「６，４７０」を「６，９６５」に、「７，０３８」を「７，３

８５」に、「８，０９３」を「８，３２０」に、「８，９５０」を「９，０６３」に、

「９，３９８」を「９，５０８」に改める。 

第２条 茅ヶ崎市立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補

償に関する条例の一部を次のように改正する。 

第３条第３項中「第１号に該当する扶養親族については３３４円を、第２号に該当す

る扶養親族については１人につき２６７円（学校医等に第１号に該当する者がない場合

にあっては、そのうち１人については３３４円）を、第３号から第６号までのいずれか

に該当する扶養親族については１人につき２１７円（学校医等に第１号に該当する者及

び第２号に該当する扶養親族がない場合にあっては、そのうち１人については３００円

）」を「第１号に該当する扶養親族については１人につき４３４円を、第２号から第５

号までのいずれかに該当する扶養親族については１人につき２１７円」に改め、同項中

第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第６号までを１号ずつ繰り上げ、同条

第４項中「（以下この項において「特定期間」という。）」を削り、「特定期間に」を

「当該期間に」に改める。 

第１２条第２項第２号中「８１，２９０円」を「８５，４９０円」に改め、同項第４

号中「４０，６００円」を「４２，７００円」に改める。 

別表学校医及び学校歯科医の補償基礎額の項中「１０，２６３」を「１０，７６８」

に、「１１，２４８」を「１１，９６３」に、「１１，９１８」を「１２，６２５」に

、「１２，５９０」を「１３，０９８」に改め、同表学校薬剤師の補償基礎額の項中「



６，９６５」を「７，０４５」に、「７，３８５」を「７，５０５」に、「８，３２０

」を「８，６２３」に、「９，０６３」を「９，２７０」に、「９，５０８」を「９，

６２０」に改める。  

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、第１条及び次項の規定は、公

布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第１条の規定による改正後の別表の規定は、令和６年４月１日以後に支給すべき事由

が生じた公務災害補償並びに同日前に支給すべき事由が生じた傷病補償年金、障害補償

年金及び遺族補償年金で同日以後の期間について支給すべきものの補償基礎額について

適用し、その他の公務災害補償の補償基礎額については、なお従前の例による。 

３ 第２条の規定による改正後の第３条第３項及び別表の規定は、この条例の施行の日（

以下「施行日」という。）以後に支給すべき事由が生じた公務災害補償並びに施行日前

に支給すべき事由が生じた傷病補償年金、障害補償年金及び遺族補償年金で施行日以後

の期間について支給すべきものの補償基礎額について適用し、その他の公務災害補償の

補償基礎額については、なお従前の例による。 

４ 施行日から令和８年３月３１日までの期間に支給すべき事由が生じた公務災害補償並

びに施行日前に支給すべき事由が生じた傷病補償年金、障害補償年金及び遺族補償年金

で当該期間について支給すべきものについての第２条の規定による改正後の第３条第３

項の規定の適用については、同項中「該当する者」とあるのは「該当する者又は配偶者

（婚姻の届出をしないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。以下この項に

おいて同じ。）」と、「４３４円」とあるのは「３８４円」と、「それぞれ」とあるの

は「配偶者である扶養親族については１００円を、それぞれ」とする。 

５ 第２条の規定による改正後の第１２条第２項の規定は、施行日以後に支給すべき事由

が生じた介護補償について適用し、施行日前に支給すべき事由が生じた介護補償につい

ては、なお従前の例による。 


